
長野氏のもう１つの顔は、日本薬学会の会

頭。128年の伝統を持ち、会員数２万を超す

組織の新たな発展に向け陣頭指揮に立つ。い

わば薬学界を代表する顔だが、「高校時代は

何となく文系的発想は不得意で理系だと思っ

た。駒場時代には化学か生物系かな。ただ、

実際の成果が得られる学部に進みたいと思

い、『何となく薬学かな』ということで薬学

に進んだ。うまくいけば薬が創れ、医療にも

役立つだろうとは思った。だから薬学を選ん

だ。かっこいい理由はなかった」と明かす。

『研究』者を強く意識したのは、大学院に

入ってからだという。「薬化学の研究室に入

ったが、修士では２年間くらいノーデータ。

『意外に研究というのは大変だ』と初めて感

じた。逆に『なにくそ！』と思った」と話す。

それまでの人生経験では、大概は「頑張れば

なんとかなる」だった。しかし、研究には

“教科書”はなく、その大変さが研究者に向

かう動機づけになった。

研究室を選択する際も、大きな理由はなか

ったが、根っこには有機化学的な領域が好き

で、少し生物的な面にも関わりたいとの思い

があったという。「いまやっている仕事も化

学をベースに生物的なことを手がけている。

当時も、ピュアなケミストリーより、自分で

作ったものが実際に役立つことに興味があっ

たし、それが当然だと思っていた」と語る。

当時は言葉がなかったが、当初から“ケミカ

ルバイオロジー”を目指していたわけだ。

大学院を出るとそのまま研究室に残って助

手となり、海外留学もした。「そのころには

今のような方向性を持っていたので、酵素機

能類似物質の創製などを行っていた。それに

飽き足らずに留学先では医学部に進み、もっ

と本物にしたいと思った」と語る。

『本物』とは、「イントロダクションに書

いたことを実現すること」。例えば、天然物

から抗癌活性のある化合物を全合成して、た

くさんの人の命を救うというのであれば、三

十数段階の合成反応を経て、

トータル収率0.0001％では現

実的とは言えない。「そのイ

ントロダクションは嘘に等し

い」ことになる。また、単に

有機化合物を作るだけでな

く、「細胞、できれば組織、

あるいはラットそのもので、

イメージングして示す必要が

ある」と語る。

長野氏らは、より生理的に

近い状態で生理活性分子の働

きを明らかにすることを目的

に、これらの生体分子を特異的か

つ高感度で探索できるプローブ分

子を開発している。ケミカルバイ

オロジーは生命科学の疑問に対

し、分子生物学的な手法に加えて

有機化学的な手法も駆使し、核酸

や蛋白質など、生体内分子の機能

や反応を分子レベルで扱う点に大

きな特徴がある。長野氏らは、実

際に分子イメージングプローブを

創製し、種々の生理活性種をバイ

オイメージングとすることに成

功。NO、亜鉛イオン、活性酸素

種、一重項酵素などのイメージン

グプローブ開発は世界初の成果

だ。

長野氏はいう。「薬学は学ぶことがたくさ

んで、かつ記憶中心になりがちだが、常にど

うしてだろうと考える姿勢が重要。例えば、

なぜ生体はカルシウムを使うのか？ヘモグロ

ビンに使われる金属は鉄だが、なぜ生体は他

の金属を使わなかったのか？など。覚えるこ

とは大事だが、どうしてかな？と考えればよ

り面白くなると思う」と語る。

さらに「頭が良いのは重要なことだが、そ

れと研究がうまくいくというのは別。成績が

悪くても良いということはある。また、精神

的に若々しくなく、何かに驚きも持たず、

淡々に、というのはあまり面白くない。研究

をやらせてもね」と笑う。研究世界だけでな

く、他の世界にも通じる話だ。
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例えば、細胞内の情報伝達物質やその物質を認

識する分子が単離されると、試験管内での機能解

析が行われる。ただ、機能が解析されても、実際

の細胞内で、いつ、どこで、どれくらい情報伝達

物質が生成し、作用するのか、細胞内のある一部

位にのみシグナル伝達されるのかと、多くの疑問

が残る。その疑問に答えるには、得られた分子の機能や反応を生体内で調べる必要がある。そ

れには、生体内分子を特異的かつ高感度で探索できるプローブが必要で、東京大学大学院薬学

系研究科薬品代謝化学研究室では、その開発研究を行っている。長野哲雄教授は「ケミカルバ

イオロジーと呼ばれるこれらの研究は、薬学そのものであり、創薬研究そのもの」だと語る。

ケミカルバイオロジーは 

薬学、創薬研究そのもの 

ケミカルバイオロジーは 

薬学、創薬研究そのもの 

長野研究室のメンバーと（最前列中央が長野氏）

ズームアップ 
東京大学大学院薬学系研究科
薬品代謝化学教授 長野　哲雄氏
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